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施策２４ 防災体制の充実 

現状と課題 

●防災に関する情報は、防災無線のほかに防災アプリやメールなどにより情報発信を行っていま
すが、それらの方法を使用できない高齢者等への情報発信が課題となっています。また、避難行
動要支援者への支援に今後取り組む必要があります。 
●村では過去に東日本大震災によるがけ地の崩壊や集中豪雨による水害が発生しています。ハ
ザードマップ指定地区について、台風や豪雨の際の状況確認を徹底し、災害に対する警戒を行っ
ていく必要があります。 

今後の方針 

●災害時の情報発信手段については、既存の方法を継続しつつ、柔軟に検討し、全世代に情報
を届けることができるように対応します。また、避難行動要支援者の避難については、関係機関と
連携して計画を策定し、全ての人が安心して避難できる体制づくりを行っていきます。 
●ハザードマップ指定地域や河川について随時対応していきます。 

２０１９年台風１９号による村内の被害 
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事業名 事業内

防災情報発信 の充実
の防災情報発信 を し 、より の

に 新たな防災情報発信 を整備してい ま
す

ー ッ で 所に 定 れ
ている 所への対応

ー ッ で 所に 定 れている 水
や 、 への対応を します

防災 ・ の
防災 （行政 ）の 支援や 、民間

業との災害時支援 定 の整備を ます

防災用品 の 充
所や防災 に配備 れた防災用品 の 充を

ります また、 の 備 を します
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施策２５ 消防体制の確立 

現状と課題 

●意識の変化や若者の転出等により、年々消防団員の確保が困難となっています。 
●村民の就業形態の変化により、日中活動できる団員が減少しています。日中の消防体制強化
をどのように行うか検討が必要です。 
●近年、全国的に大きな水害が頻発しており、村においても過去に被害が発生しています。水害
に対応できる消防団の活動が求められています。 

今後の方針 

●日中の人手不足を解消するため、消防団ＯＢ等による機能別消防団（※）の配備について検
討を進めます。 
●少子化が進む中で消防団員定数の見直しや消防機能を低下させないための具体策を検討
していきます。 

※機能別消防団…それぞれの能力やメリットを活かしながら、特定の消防団活動や時間の許す範囲で活動を

行う消防団制度のこと（総務省消防庁ホームページより）。 
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事業名 事業内

防 の ・
の 保とと に、 防 上のた の 備

充を します

防 備 新
防 （ ・ 火 ）の に わ 、

的に 新・ を行います

種災害
火災や水害 の災害に備 的な を実 し
ます

名 （２０２１年 ） （２０３２年 ）

防 新 数（年間） ４人 ５人

防災・防 実 回数（年間） ２回 ５回

の

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
む
ら
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施策２６ 防犯・交通安全の充実 

現状と課題 

●これまで行政区からの要望などを受け、防犯灯の新設や既に設置してある防犯灯のＬＥＤ化を
進めてきました。しかし、場所によっては防犯灯が無いなど、防犯上の課題が残っている箇所もあ
ります。 
●村内における交通事故発生件数は増減を繰り返しています。交通安全対策として、中島村交通
安全協会等の推進団体による啓発活動や、注意喚起の看板等の設置を行っています。特に、交通
量が多い路線は、警察や県道管理者である福島県とともに交通安全対策を進める一方、運転手
や歩行者への交通ルールの周知も必要です。 

今後の方針 

●防犯診断やカーブミラー清掃、交通安全テント村などこれまでの事業を継続しつつ、新しい手
法や広報なども検討します。また、関係機関と連携しながら時代に合った防犯及び交通事故の発
生抑制に努めます。 
●住民に必要な情報を発信し、防犯及び交通安全意識を高め、安全な村を目指します。 
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事業名 事業内

防 整備
対策 な 所への防 、防 メラの を

します

防 の
防 を に と し防 活動、防

の充実を ります

交通安全対策
交通事 の ある 所への の

や交通安全 動期間の トロール活動などを実
し、交通安全対策を します

名 （２０２１年 ） （２０３２年 ）

防 新 所数（年間） ６ 所 １０ 所

交通事 件数（年間） ６６件

の
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心
し
て
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事業名 事業内容 

救急医療体制の充実 
各関係機関と連携し、初期救急医療また第二次救急
医療体制及び小児平日夜間救急事業の充実に努めま
す。 

県南地方の医師確保 
県南地方において医師が不足しており、関係機関と連
携して医師の確保を目指します。 

 
  

施策２７ 医療体制の確保 

現状と課題 

●村内医療機関は、診療所（内科及び歯科）のみで、入院施設はありません。多様化する医療ニ
ーズに対応するため、村内医療機関や県、関係市町村と連携し、救急医療体制の確保や小児平
日夜間救急事業の充実等広域的な取り組みを実施しています。 

今後の方針 

●身近な存在であるかかりつけ医の定着をはじめ、誰もが安心して医療を受けられるよう地域医
療体制を充実させ、多様化する住民ニーズ等を踏まえ、県南地方全体で救急医療体制の充実と
医師不足を解消し、安心して暮らせる地域を目指します。 

主な取り組み 
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事業名 事業内

費 線 定事業
定を する村民から などの を かり線

を し、その を公 します

ブラン イメージ回 支援事業
被害を するた の 事業を行う を支援

します

と

日 災に する 福 一 子 発 所の事 から１２年の 月 経
し、 民を り 活環境 り あります 線 に なった とや 染事業

した とにより、村 ２０２２年９月に国 定の 染 調査 （ 間線
0.23μ 上の ）の 定 れました しかし、福 に対する 被害

っている であると ます

の方

な情報発信を行い、 に応じた食品 の線 定や 間線 の公 （村ホ
ームページ）により、安全 の と 被害の を ってい ます

村の 被害 事業を実 する を支援します

安
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・
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心
し
て
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る
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